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エリアの現状と課題 

 

 

エリア 市民会館周辺エリアⅠ－① 

施設名 市民会館 

施設の概要 

 市の文化・芸術の拠点施設 

■竣工    昭和 48年 

■施設    延床面積 2,424㎡、客席数 1,108席、楽屋１～５、浴室、会議棟 

■利用者   平成 25年度：ホール 17,116 人、会議室 34,398人 

■稼働率   ホール部分（13.6％）、会議室等（12.2～73.5％） 

■通年利用  市民活動センター、境港市民総合ボランティアセンター、青少年育成セ

ンター、やすらぎルーム、境港保護区保護司会、境港更生保護サポート

センター 

■自衛隊との関係   西部航空音楽隊による定期演奏会、自衛隊員募集事務説明会 

施設に対する意見、課題 

意見 課題 

（ホール） 

・市の文化、芸術拠点 

・防災避難施設 

・吹奏楽の演奏が可能 

・夢みなとホール 200人、文化ホール 400

人、環日本海拠点都市としてそれ以上

の施設が必要 

・市内の小学生、ことぶきクラブの発表

の場として必要 

・周辺に同規模の施設もあり、稼働率の

低いホールは必要ない 

 

（会議室） 

・市内で数少ない会議室 

・演劇と展示が一度にでき使いやすい 

 

（ホール） 

・耐震に問題 

・建物、設備の老朽化（イス、トイレ） 

・稼働率が低い 

・バリアフリー対応の遅れ（トイレ、階段） 

・リハーサル室がない 

・楽屋が少ない 

・駐車場の不足 

・託児室がない 

・動線が悪い 

 

（会議室） 

・建物、設備の老朽化 

・美術作品が展示しにくい 

 



エリア 市民会館周辺エリアⅠ－② 

施設名 図書館 

施設の概要 

 市立図書館 

■竣工    新館：昭和 62年、別館：昭和 52年 

■施設    新館：延床面積 547㎡、別館：延床面積 750㎡ 

■利用者   平成 25年度 70,322 人 

■蔵書数   約 15万冊 

■耐震診断  新館：対象外、別館：平成 28年度（予定） 

■自衛隊との関係    

施設に対する意見、課題 

意見 課題 

・唯一の図書館 

・図書館を中心として生涯読書に力を入

れている。 

・近隣市に新図書館がオープンし、施設・

内容が見劣りする。 

・新館は手狭で閲覧スペースも確保できない 

・子どもと大人の閲覧が分けられない 

・分館は老朽化し、エレベーターもなく高齢

者等は利用しにくい 

・収蔵スペースが不足 

 

 

 



エリア 市民会館周辺エリアⅠ－③ 

施設名 市役所（防災部署） 

施設の概要 

■竣工    本庁舎：昭和 36年 

■耐震補強  平成 22年 

■機能    防災拠点施設（災害対策本部代替施設は境港消防署） 

■自衛隊との関係  

施設に対する意見、課題 

意見 課題 

・防災の拠点施設 

・防災行政無線の本局である 

・平成 34 年までに防災行政無線をデジタル

化が必要 

・施設、設備の老朽化 

・災害対策本部代替施設である境港消防署で

は防災行政無線が使用できない 

・本部機能を確保できる部屋がない 

（機器の移動が必要） 

  



 

エリア 竜ヶ山公園周辺エリアⅡ－① 

施設名 陸上競技場 

施設の概要 

■竣工    昭和 60年 

■施設    第四種競技場、放送設備あり 

■主な大会  鬼太郎カップ駅伝、鳥取県高校駅伝、中国高校駅伝、市内各種陸上大会、

少年サッカー大会 

■自衛隊との関係 鬼太郎カップ境港駅伝には全国から自衛隊チームが毎年参加 

施設に対する意見、課題 

意見 課題 

・市内唯一の陸上競技場 

 

・施設、設備の老朽化 

・大きな大会時の駐車場不足 

  



 

エリア 竜ヶ山公園周辺エリアⅡ－② 

施設名 野球場 

施設の概要 

■竣工    昭和 45年 

■施設    両翼 97ｍ、スコアボード、バックスクリーン、バックネット裏に観客席 

■主な大会  小中学生の各大会、高松宮杯などの社会人野球大会（軟式） 

■自衛隊との関係 社会人野球大会に参加 

施設に対する意見、課題 

意見 課題 

・市内唯一の野球専用グラウンド 

 

・施設全体が老朽化（平成 26年度一部改修） 

（本部席の雨漏り、バックスクリーン、スコ

アボードの老朽化など） 

・観客席、球場周辺が未整備 

  



 

エリア 竜ヶ山公園周辺エリアⅡ－③ 

施設名 公園、その他 

施設の概要 

■竜ヶ山公園 

 この公園は、隣接する陸上競技場と一体化し、自然の地形を生かして、市民の憩いの

場、体力づくりの場となっており、子供からお年寄りまで大勢の方々に利用されている。 

■美保基地 

 ｃ－１からｃ－２に機種変更、大型ヘリＣＨ－４７ＪＡの配備が決定 

■夕日ヶ丘 

 竜ヶ山公園周辺にある夕日ヶ丘分譲地は人口が急増 

■自衛隊との関係  

 自衛隊官舎の隣接地にあり、隊員やその家族も利用しており、市民と自衛隊員の交流

の場ともなっている。 

施設に対する意見、課題 

意見 課題 

・利用者が多い 

・スポーツ施設が集積しており、災害時

の避難場所として活用できる 

・航空機事故が心配 

・騒音の問題 

・避難場所はあるが、公共の避難施設がない 

 

 


